
リアルタイムの状況把握・意思決定

リアルタイムな売上速報と着地見込を活用し
た高速PDCA

フレキシブルな市場・顧客ニーズの変化対応

• “今”の現場の状況をリアルタイム把握
• “今”その場で異常値をディープダイプして原因究明

• リアルタイムに連携される実績をもとに最新着地見込
を提供し、インストアプロモーションや仕入・在庫のコン
トロール、スタッフィングの変更等の施策実行⇒着地
見込確認⇒改善検討のサイクルを高速化

•各地域の多様化する顧客ニーズに応じた売場づくり、
品揃えの見直し

•デマンドの変化に応じた発注で機会損失を最小化し
売上の向上

店舗担当／店長商品部

新情報分析基盤
（ローデータ・高速計算・リアルタイム）

マネジメント

売変伝票仕入伝票
POS明細 その他

廃棄・ロス

• 今シーズンの重要施策の
進捗状況？

• 重点管理対象店舗は
現時点で回復基調？

• 各エリアの打ち手の検討は充
分か？ 等

• 最新の損益見込みは？
• 損益見込に対するオペレー
ション改善施策の要否？

• 売場へフィードバックすべき
事項は？ 等

• 新店舗、新商品の販
売状況は？

• 地域社会や顧客ニー
ズの想定が変わったが
影響は？ 等

リアルタイム・予測分析型経営（イメージ）新情報分析が可能にすること
本部から店舗まで同一データをリアルタイムで把握・分析
に基づく、本部と現場が一体となった高速PDCAの実現

図 ： 情報分析基盤


